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令和７年度  学校関係者評価報告書 

 大阪市立塩草立葉小学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価  
年度目標１：安全・安心な教育の推進 

①大阪市小学校学力経年調査における「いじめは、どんなことがあってもいけないことだ

と思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を６９％以上に

する。                          

②大阪市小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を７７％以上にする。 

達成状況は、①②とも前年度を上回った。 

①前年度 ６９．０％ → 今年度 ７５．８％。    

②前年度 ７６．６％ → 今年度 ７７．４％ 

年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上 

①大阪市小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国費を、同一母集団にお

いて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０１ポイント向上させる。 

②大阪市小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする

ことは好きですか」に対して最も肯定的な「好き」と回答する割合を６８％以上にする。 

達成状況は、妥当である。 

①４年生が、前年度を上回った。 

②前年度 ６８．２％ → 今年度 ６７．６％ 

年度目標：学びを支える教育環境の充実 

①授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％

以上にする。 

○教員ひとり当たりの月別の時間外勤務時間平均を大阪市平均より減少させる。 

達成状況は、妥当である。 

①達成は困難だったが、今年度の活用率は昨年度を上回っている月がある。 

○大阪市平均を毎月下回っており、目標を達成した。 

 

３ 今後の学校の運営についての意見 

 

自己評価（最終評価）は、概ね妥当である。教育活動を計画通りすすめることができた。 

児童数全体の増加とともに、外国籍児童の増加や特別支援教育、家庭への支援など、さま

ざまな課題があると思うが、子どもたちのために今後も教育活動を充実させてほしい。 

 


